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近
未
来
技
術
の
活
用
を
目
的
と
し
た
国
の

地
方
創
生
特
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
仙
北
市

で
11
月
13
日
、
無
人
運
転
バ
ス
を
公
道
で
走

ら
せ
る
実
証
実
験
が
国
内
で
初
め
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

公
道
実
験
は
世
界
で
も
２
番
目
の
快
挙

で
、
乗
車
を
希
望
し
公
募
で
選
ば
れ
た
方
々

が
乗
車
。
田
沢
湖
畔
の
県
道
約
４
０
０
㍍
の

区
間
を
ゆ
っ
く
り
と
３
往
復
し
ま
し
た
。

　

こ
の
実
験
は
、
無
人
運
転
自
動
車
両
の
公

道
走
行
に
お
け
る
法
整
備
の
課
題
を
洗
い
出

す
こ
と
が
目
的
で
す
。内
閣
府
が
㈱
デ
ィ
ー
・

エ
ヌ
・
エ
ー
に
業
務
委
託
し
て
行
っ
た
も
の

で
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
モ
ー
タ
ー

で
動
く
定
員
12
人
乗
り
の
電
気
自
動
車
「
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ャ
ト
ル
」
を
使
用
し
ま
し
た
。
自

動
運
転
は
、
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ

地方創生特区で

無
人
運
転
バ
ス
に
興
味
津
々
の
子
ど
も
た
ち
。

見
る
も
の
す
べ
て
に
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
。

乗車を終えたモニターは近未来の乗り心地を体感して満足そう。

田沢湖畔を時速約 10㌔で走行する無人運転バス。モニター
の皆さんは、車窓からゆっくりと田沢湖を眺めることがで
きました。

Ｓ
）
や
セ
ン
サ
ー
、
カ
メ
ラ
で
検
知
し
た
位

置
や
障
害
物
な
ど
の
情
報
を
基
に
事
前
に
遠

隔
操
作
で
走
ら
せ
、
デ
ー
タ
を
取
得
し
た
う

え
で
走
行
す
る
仕
組
み
で
、
最
新
技
術
を
駆

使
し
て
い
ま
す
。当
日
は
、36
人
の
モ
ニ
タ
ー

が
交
代
で
乗
車
し
、
無
人
運
転
バ
ス
の
乗
り

心
地
を
体
験
し
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ん
は
、
思
い
お
も
い
に
車
内
の
写
真
を
撮
っ

た
り
、
田
沢
湖
を
眺
め
た
り
し
て
楽
し
む
様

子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
山
本
幸
三
地
方
創
生
担
当
相
も
訪

れ
「
実
用
化
を
想
定
し
た
場
合
、
安
全
性
の

確
保
や
法
整
備
の
課
題
も
あ
る
が
、
新
技
術

と
し
て
今
後
の
発
展
に
期
待
し
た
い
」
と
、

乗
車
後
に
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。
門
脇
市
長

は
「
地
域
を
結
ぶ
交
通
手
段
と
し
て
も
活
用

で
き
る
。
無
人
運
転
バ
ス
が
日
常
的
に
湖
畔

を
走
る
光
景
が
見
た
い
」
と
、
仙
北
市
が
待

ち
望
む
近
未
来
技
術
の
確
か
な
手
応
え
に
期

待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

湖
畔
を
走
る
無
人
運
転
バ
ス

∞特集 /可能性は無限大地方創生特区で生まれ変わる仙北市

無人運転バスに乗車されたモニター
の皆さん。一日も早い実用化の実現
に向けて期待が高まります。

仙北市が変わる
　
「
地
方
創
生
特
区
」
と
は
、
国
が
定
め
た
国
家
戦
略
特
別
区

域
で
、
大
胆
な
規
制
緩
和
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
投
資
家

や
企
業
を
呼
び
込
み
、
産
業
や
雇
用
の
創
出
を
促
進
す
る
政

策
。
こ
の
特
区
に
仙
北
市
が
昨
年
８
月
末
に
指
定
さ
れ
て
以

来
、
電
波
法
の
特
例
を
活
用
し
た
ド
ロ
ー
ン
レ
ー
ス
や
特
区

に
関
連
し
た
近
未
来
技
術
の
実
証
実
験
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
分
野
で
未
来
の
扉
を
開
け
て
い
ま
す
。
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扉
を
開
け
る

広
島
県
出
身
。
神
戸
大
学
経
済
学
部
卒
業
。
平
成
26
年

３
月
に
㈱
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
に
入
社
。
11
月
13
日
、

田
沢
湖
畔
で
行
わ
れ
た
無
人
運
転
バ
ス
実
証
実
験
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー

Naoki Sumimoto

隅
本
直
輝
さ
ん
（
34
歳
）

KEY PERSON

　　
㈱
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー
（
以
下
、
㈱
Ｄ

ｅ
Ｎ
Ａ
）
の
本
社
は
東
京
都
渋
谷
区
に
あ
り
ま

す
。
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
を
運
営

す
る
会
社
と
し
て
ご
存
知
の
方
も
い
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
業
務
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

メ
イ
ン
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
ウ
ェ
ブ
の
ゲ
ー
ム
や
メ
デ
ィ
ア
運
営
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
医
療
系
や
自

動
車
系
の
分
野
に
も
進
出
し
て
い
ま
す
。

　
㈱
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
が
自
動
運
転
車
両
を
新
規
事

業
と
し
て
立
ち
上
げ
た
の
は
、
平
成
27
年
５

月
。
子
会
社
で
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
タ
ク
シ
ー
㈱

の
中
島
宏
社
長
が
独
自
の
事
業
と
し
て
始
め

ま
し
た
。
開
発
が
順
調
に
進
み
、
そ
ろ
そ
ろ

自
動
運
転
車
両
を
使
っ
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
た
頃
、
特

区
に
指
定
さ
れ
た
仙
北
市
、
内
閣
府
と
の
思

い
が
一
致
し
、
今
回
の
実
証
実
験
に
至
り
ま

し
た
。
私
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に

導
く
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
立
場
を
任
さ
れ
、

実
験
日
ま
で
自
動
運
転
車
両
の
制
約
条
件
や

調
整
な
ど
の
準
備
に
あ
た
り
ま
し
た
。
今
回

は
内
閣
府
と
仙
北
市
と
㈱
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
の
三
者

に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
や
ゴ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
互
い
連
携
し

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
部
分
が
難
し
く

も
あ
り
、
面
白
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　
実
験
を
行
う
無
人
バ
ス
と
呼
ば
れ
る
ロ

ボ
ッ
ト
シ
ャ
ト
ル
は
、８
月
に
千
葉
県
の
イ
オ

ン
モ
ー
ル
幕
張
新
都
心
に
隣
接
す
る
公
園
内

で
数
百
メ
ー
ト
ル
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
タ
ク
シ
ー
も

今
年
２
回
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
タ
ク
シ
ー
は
公
道
を
、
ロ
ボ
ッ
ト

シ
ャ
ト
ル
は
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
し
て
い
な
い

の
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
エ
リ
ア
の
走
行
を
と
い

う
位
置
づ
け
で
す
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
タ
ク
シ
ー
は
、２
月
に
神
奈
川
県

の
イ
オ
ン
藤
沢
店
で
、
実
際
に
公
道
の
片
側

２
車
線
を
自
動
運
転
の
技
術
を
搭
載
し
た
車

両
で
お
客
さ
ん
を
乗
せ
て
走
る
実
験
を
行
い

ま
し
た
。
近
隣
の
住
民
を
つ
な
ぐ
タ
ク
シ
ー

の
代
替
え
と
し
て
、
店
か
ら
出
て
直
線
は
自

動
運
転
で
、
脇
道
に
入
っ
て
か
ら
は
有
人
運

転
で
走
行
し
ま
し
た
。

　
５
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
で
も
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
は
、
乗
客
が
実
際

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
予
約
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
車
両
に
タ
ッ
チ
す
る
と
端

末
が
反
応
し
て
扉
が
開
い
て
自
動
運
転
が
ス

タ
ー
ト
。
降
り
る
時
に
車
内
の
端
末
に
あ
て

て
決
済
し
て
ド
ア
が
開
く
と
い
う
、
一
連
の

ロ
ボ
ッ
ト
タ
ク
シ
ー
の
未
来
の
姿
を
体
感
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
使
用
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ャ
ト
ル
は
12

人
乗
り
の
小
型
バ
ス
車
両
で
す
。
こ
れ
は
フ

ラ
ン
ス
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
の
エ
ス
テ
ィ
マ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
を
ベ
ー

ス
に
改
造
を
加
え
て
い
ま
す
。
公
道
に
お
け

る
有
人
の
自
動
運
転
（
レ
ベ
ル
３
）
で
は
な
く

公
道
に
お
け
る
無
人
の
完
全
自
動
運
転
（
レ

ベ
ル
４
）
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
日
本
で
は

初
め
て
の
試
み
で
す
。
今
回
の
よ
う
に
公
道

を
走
る
場
合
は
、
関
係
機
関
に
許
可
を
い
た

だ
き
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
エ
リ
ア
と
し
て
走
行
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ャ
ト

ル
は
、
バ
ス
停
に
着
い
て
か
ら
自
宅
ま
で
の

移
動
が
大
変
と
思
わ
れ
る
交
通
弱
者
が
最
後

の
足
の
手
段
と
し
て
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

で
き
る
だ
け
費
用
を
圧
縮
し
、
要
望
に
応
え

る
こ
と
も
可
能
で
す
し
、
無
人
運
転
車
両
は

そ
う
い
う
手
段
に
な
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
段
階
で
ロ
ボ
ッ
ト

シ
ャ
ト
ル
は
、
雨
や
雪
で
は
走
行
不
可
で
す
。

風
が
吹
く
と
落
葉
な
ど
も
検
知
し
障
害
物
と

認
識
す
る
か
ら
で
す
。
今
後
は
こ
れ
ら
に
影

響
さ
れ
な
い
よ
う
に
精
度
を
高
め
て
い
く
必

要
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
仙
北
市
で
は
、
日
本
で
も
ほ
と
ん
ど

の
人
が
乗
っ
た
こ
と
が
な
い
自
動
運
転
車
両

に
乗
車
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
乗
り
心
地
や
近
未
来
技
術
を

体
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

一
日
も
早
い
無
人
運
転
バ
ス
の
実
用
化
に
向

け
て
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。          

自
動
運
転
車
両
を
新
規

事
業
と
し
て
導
入

実
用
化
に
向
け
精
度
を

高
め
る
必
要
性

田沢湖ＲＣフライングクラブ

 田村清一さん

 加藤清康さん

 鈴木紀文さん

 菅原幸請さん

 高橋智博さん

秋田ドローンコミュニティ（ＡＤＣ）

 川邉正和さん

 佐々木美郷さん

 佐々木隆浩さん

 佐藤旭さん

 鈴木未来さん

 冨山浩二さん

 播磨靖之さん

無人運転バス実証実験でドローン飛行にご協力
いただいた皆さん。ありがとうございました。

富嶋 陸翔くん （生保内小 2 年）

　

運
転
手
さ
ん
が
い
な

い
の
に
、
進
む
の
が
不

思
議
で
し
た
。
ス
ピ
ー

ド
が
遅
く
て
景
色
を

ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
怖
く
な

く
安
心
し
て
乗
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
ま
た

乗
っ
て
み
た
い
。

佐々木 雄くん （角館小 1 年）

　

今
日
乗
れ
る
こ
と
を

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

待
っ
て
い
ま
し
た
。
実

際
乗
っ
て
み
て
本
当
に

動
く
か
心
配
だ
っ
た
け

ど
、
静
か
で
乗
り
心
地

が
よ
く
、
こ
の
ま
ま
で

き
れ
ば
田
沢
湖
を
一
周

し
た
か
っ
た
。

無人運転バスに
乗ったよ！

　

仙
北
市
、
内
閣
府
の
協
力
を
い

た
だ
き
実
証
実
験
が
で
き
る
こ
と

を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
初
め
て
、
公
道
の
環
境

下
で
、
運
転
席
の
な
い
車
が
実
際

に
走
る
の
は
大
変
な
こ
と
で
す
。

警
察
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
所

の
協
力
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん

し
、
仙
北
市
の
方
々
が
温
か
く
迎

え
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
何

よ
り
も
大
き
い
。
こ
れ
ら
す
べ
て

の
条
件
が
整
わ
な
い
と
実
現
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ャ

ト
ル
は
最
先
端
の
車
で
、
セ
ン

サ
ー
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
る
た

め
、
非
常
に
安
全
な
乗
り
物
で
す
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
実
際
に

体
験
し
て
、
安
全
に
道
で
も
走
れ

る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
、

色
々
と
努
力
し
た
ス
タ
ッ
フ
の
苦

労
も
報
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

㈱ディー・エヌ・エーで自動運転車両に携わり、実証
実験の統轄である隅本直輝さんにお話を伺いました。

中島さんはロボットタクシー㈱の社長
であり、㈱ＤｅＮＡのオートモーティ
ブ事業部長も務める最高責任者。

㈱
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー  

執
行
役
員

中
島 

宏 

さ
ん
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【
農
業
法
人
経
営
多
角
化
等

促
進
事
業
】

　

市
内
で
農
業
生
産
法
人 

株
式
会
社 

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ァ
ー
ム
仙
北
が
農
地

法
等
の
特
例
を
活
用
し
た
新
た
な
農

業
生
産
法
人
を
設
立
し
、
高
機
能
農

作
物
の
生
産
・
加
工
を
行
い
ま
す
。

　

休
耕
田
だ
っ
た
田
沢
湖
生
保
内
字

下
高
野
周
辺
の
土
地
78
㌃
に
菊
芋
や

大
豆
を
今
年
５
月
に
作
付
け
し
、
11

月
末
か
ら
初
め
て
の
収
穫
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
収
穫
し
た
菊
芋
は
、
漬

物
な
ど
に
加
工
し
て
県
内
外
で
販
売

す
る
予
定
で
す
。

未
来
を

創
る

大
館
市
出
身
。
東
海
大
学
工
学
部
航
空
宇
宙
学
科

卒
業
。
平
成
27
年
４
月
に
東
光
鉄
工
㈱
に
入
社
。

Ｕ
Ａ
Ｖ
事
業
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。

【
国
有
林
野
活
用
促
進
事
業
】

　

市
内
で
有
限
会
社 

グ
ラ
ン
ビ
ア
が

田
沢
湖
周
辺
地
区
の
10
㌶
の
国
有
林

野
を
活
用
し
、
森
林
空
間
を
高
度
利

用
し
た
生
産
方
式
（
併
せ
行
う
放
牧

を
含
む
）
を
導
入
し
、
森
林
の
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
食

産
業
の
振
興
等
を
図
り
ま
す
。

▼
平
成
28
年
８
月
11
日　

民
有
地
で

試
験
放
牧
の
開
始
（
国
産
豚
20
頭
）

▼
平
成
28
年
11
月
14
日　

国
産
豚
20

頭
の
出
荷

※
国
有
林
野
で
の
放
牧
地
は
選
定
中

で
す
。

【
ド
ロ
ー
ン
と
秘
匿
通
信
に
よ
る

図
書
配
送
の
実
証
実
験
】

期
日　

平
成
28
年
４
月
11
日

場
所　

西
明
寺
小
学
校
か
ら
西
明
寺

中
学
校

実
施
者　

国
立
研
究
開
発
法
人 

情
報

通
信
研
究
機
構
、
株
式
会
社 

プ
ロ
ド

ロ
ー
ン

　

西
明
寺
小
学
校
と
西
明
寺
中
学
校

の
２
学
校
間
（
約
1.2
㎞
）
で
、
仙
北

市
図
書
管
理
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
完
全
自
動
図
書
配

送
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
ド
ロ
ー
ン

が
校
庭
に
着
陸
す
る
と
、
生
徒
か
ら

は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
実
証
実

験
は
大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
創
生
特
区
に
関
す
る
事
業
紹
介

特
区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

特
区
関
連
事
業
の
取
り
組
み

Tomoaki Torigata

東
光
鉄
工
株
式
会
社鳥潟

與
明
さ
ん
（
64
歳
）

KEY PERSON

鉄骨加工や県内で唯一小型無人機
（ドローン）の製造を手がける大館

市の東光鉄工㈱。6 月には仙北市と
近未来技術を活用するための連携
協定を結びました。

∞特集 /可能性は無限大地方創生特区で生まれ変わる仙北市

　　
ド
ロ
ー
ン
は
橋
梁
な
ど
高
い
場
所
の
調
査

や
測
量
を
目
的
に
開
発
、
研
究
を
始
め
ま
し

た
。
今
で
は
農
業
用
の
消
毒
散
布
が
ド
ロ
ー

ン
の
主
力
と
な
り
、
全
国
か
ら
講
習
や
受
注

依
頼
を
受
け
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
は
狭
い

所
や
騒
音
が
気
に
な
る
民
家
近
く
な
ど
で
細

か
い
作
業
が
で
き
た
り
、
稲
や
野
菜
の
生
育

状
況
を
確
認
し
た
り
、
田
畑
の
正
確
な
地
図

を
作
製
し
た
り
と
、
そ
の
用
途
も
多
様
で
す
。

　
仙
北
市
で
は
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
何
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、
年
間
を
通

じ
て
山
菜
採
り
や
キ
ノ
コ
採
り
な
ど
の
遭
難

者
が
多
く
、
遭
難
救
助
に
活
用
す
る
こ
と
で
、

労
力
や
時
間
の
削
減
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
多
い
熊
の
目
撃
情
報
に
も
役
立
ち
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
は
、
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た
撮
影
機

能
や
熱
感
知
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
居
場
所
の

特
定
や
回
避
が
で
き
る
の
で
す
。
仙
北
市
に

は
玉
川
温
泉
を
訪
れ
る
湯
治
客
も
多
い
の
で
、

推
進
し
て
い
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
で

の
活
用
も
可
能
で
す
。
温
泉
と
病
院
間
で
ド

ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
、
湯
治
客
の
血
液
検
体
検

査
や
治
療
薬
の
輸
送
を
行
い
、
健
康
状
態
の

把
握
や
的
確
な
医
師
の
診
断
が
で
き
ま
す
。

他
に
は
、
雇
用
の
確
保
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

仙
北
市
に
ド
ロ
ー
ン
の
研
修
施
設
を
持
っ
て

き
て
、
地
元
の
人
が
講
師
と
な
り
教
習
を
行

い
ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
の
定
期
点
検
や
整
備
を

行
う
工
場
や
販
売
を
売
り
込
む
営
業
所
で
も

よ
い
で
す
。

　
　

　
ド
ロ
ー
ン
を
操
作
す
る
に
あ
た
り
、
心
が

け
て
い
る
こ
と
は
安
全
第
一
で
す
。
操
縦
自

体
は
簡
単
で
す
が
、
一
歩
間
違
え
ば
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
山
林
で
飛
行
中
に

衝
突
し
て
落
下
し
た
際
、
発
火
し
て
火
災
に

な
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
Ｕ
Ａ
Ｖ
事
業
部

で
は
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
管
理
や

点
検
な
ど
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
結
局
、
特
区
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

市
民
に
何
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
市
民

に
役
立
つ
も
の
で
な
い
と
注
目
さ
れ
な
い
し
、

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
区
で
少
し
で
も
規

制
を
緩
和
し
、
ド
ロ
ー
ン
が
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
仙
北
市
の
未
来
は
ド
ロ
ー
ン
が
創
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

未
来
の
仙
北
市
は

ド
ロ
ー
ン
が
創
る

仙
北
市
で
ド
ロ
ー
ン
を

活
用
し
て
で
き
る
こ
と

【国有林野活用促進事業】 
　非公共用での貸付・使用の対象面積の上限を 5㌶から 10㌶に拡大。

【農業法人経営多角化等促進事業】
 　農業生産法人の設立要件である農作業に従事する役員数が、役員数の 4分の 1以上  
 　から 1人以上に緩和。

【高齢者退職者就業事業】
 　シルバー人材センターにおける派遣労働時間の上限が週 20 時間から週 40 時間に拡大。

【特定実験試験局制度に関する特例事業】
 　特定実験試験局制度の利用に係る申請から免許発給までの手続きを大幅に短縮。

【特定非営利活動法人設立促進事業】
 　ＮＰＯ法人の設立認証手続における申請書類の縦覧期間を 2か月から 2週間に短縮。

仙
北
市
が
国
か
ら

認
定
さ
れ
た
事
業

地方創生・総合戦略室（ 田沢湖庁舎 ）tel.43-3315事業に関する問合せ

大館市の東光鉄工㈱でドローンの製造・開発の分野
に精通している鳥潟與明さんにお話を伺いました。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

こ
れ
は
、
同
大
の
橋
本
修
副
学
長
（
角
館
町

出
身
）
が
、
今
夏
か
ら
仙
北
市
観
光
大
使
を
務

め
て
い
る
縁
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に

は
、
青
山
学
院
大
学
か
ら
三
木
義
一
学
長
、
田

中
正
郎
副
学
長
、
橋
本
修
副
学
長
が
出
席
。

　

門
脇
市
長
は
「
青
山
学
院
大
学
の
人
的
資
源

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
様
々
な
取
り
組
み
を
展

開
す
る
基
盤
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

修
学
旅
行
先
と
し
て
、
英
語
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ま
た
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
仙
北
市
Ｐ
Ｒ
、
芸
術
活
動
の
相
互
乗

り
入
れ
、
学
内
の
駅
伝
チ
ー
ム
や
各
運
動
部
・

文
化
部
の
合
宿
誘
致
な
ど
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

三
木
学
長
は
「
大
学
が
取
り
組
む
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
カ
ル
化
の
実
践
地
と
し

て
、
国
内
の
複
数
の
自
治
体
と
包
括
協
定
を
締

結
し
て
き
ま
し
た
が
、
仙
北
市
は
そ
の
中
で
も

最
も
北
の
自
治
体
で
す
。
観
光
素
材
の
豊
か
さ

や
英
語
特
区
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
ま
た
学
生

の
合
宿
先
と
し
て
、
最
高
の
条
件
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
展
開
が
楽
し
み
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
、
仙
北
市
と
青
山
学
院
大
学
（
東

京
都
渋
谷
区
）
は
、
双
方
が
相
互
に
協
力
し
、

地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
育
成
、
学
術
の
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
包
括
的
な
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

教
育
や
産
業
振
興
な
ど
の
分
野
で
協
力
し
合
う

仙
北
市
と
青
山
学
院
大
学
が
連
携
協
定

包
括
連
携
協
定
締
結
式
で
調
印
後
、
が
っ
ち
り
握
手
を
交
わ
す

門
脇
光
浩
市
長
と
三
木
義
一
学
長
、
立
会
人
の
青
柳
宗
五
郎
市

議
会
議
長
（
右
か
ら
順
に
）。

　

11
月
20
日
、
交
通
安
全
運
動
の
推
進
を

目
的
と
す
る
仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会

が
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
、
市

内
の
交
通
関
係
者
な
ど
１
２
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
で
は
交
通
安
全
功
労
者
・
団

体
表
彰
が
行
わ
れ
、
５
人
１
団
体
が
表
彰

さ
れ
た
ほ
か
、
県
生
活
環
境
部
県
民
生
活

課
に
よ
る
「
第
10
次
秋
田
県
交
通
安
全
計

画
の
概
要
」
や
仙
北
警
察
署
に
よ
る
「
地

域
の
交
通
安
全
」
な
ど
の
講
演
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
ま
し

た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。【
敬
称
略
】

【
個
人
】
▼ 

鈴
木
勝
一
（
仙
北
地
区
交
通

安
全
協
会
生
保
内
支
部
）▼ 

門
脇
修
一（
同

中
川
支
部
）
▼ 

伊
藤
甚
作
（
同
桧
木
内
支

部
）
▼ 

阿
部
正
明
（
元
仙
北
市
交
通
指
導

隊
）
▼ 

青
柳
良
信
（
元
仙
北
市
交
通
指
導

隊
）【
団
体
】
▼ 

仙
北
地
区
交
通
安
全
協

会
神
代
支
部
青
年
部
（
部
長  

高
橋
春
彦
）

功績を讃え、交通安全功労者・団体表彰が行われました。

仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会

　

11
月
17
日
・
18
日
に
福
井
県

鯖
江
市
で
開
催
さ
れ
た
第
57
回

全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究

協
議
会
福
井
大
会
で
、
仙
北
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
の

渡
辺
勇
悦
委
員
長
が
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
し
て
永
年
に
わ

た
る
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

全国スポーツ推進委員研究協議会

渡辺勇悦さんが
功労者表彰

功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
た
渡
辺
勇
悦
さ
ん
。

　

11
月
22
日
、「
第
２
回
仙
北
市
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
」
が
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
２
０
０
人
を
超
え
る
会
員
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
の
冒
頭
で
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
藤
原
剛
会
長
が
「
今
後
も
健
康
で

明
る
く
楽
し
い
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
・
発
展
に

尽
力
し
た
６
個
人
３
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
会
の
後
半
は
笑
い
ヨ
ガ
認
定

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
伊
藤
晴
美
さ
ん
に
よ

る
講
演
や
有
志
の
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

第
２
回

◆
受
賞
者  

※
敬
称
略
・（　

）
は
地
区

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

【
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
】

田
口 

榮
良
（
田
沢
湖
）

髙
橋 

秋
夫
（
角
館
）

西
村 

春
雄
（
西
木
）

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
】

小
松
睦
会
（
田
沢
湖
）

九
六
会
（
角
館
）

上
荒
井
老
人
ク
ラ
ブ
（
西
木
）

【
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
従
事
者
】

髙
橋 

良
吉
（
田
沢
湖
）

草
彅 

洋
（
角
館
）

嶋
田 

チ
ヱ
子
（
西
木
）

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

壇上であいさつする藤原剛会長。

多彩なアトラクションで大会は大いに盛り上がりました。

仙
北
市
を
舞
台
に
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

　

タ
イ
か
ら
秋
田
県
へ
の
旅
行
客
を

誘
致
し
よ
う
と
、
本
県
を
舞
台
に
し

た
タ
イ
の
恋
愛
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
制

作
さ
れ
、
11
月
20
日
か
ら
21
日
に
か

け
て
、
武
家
屋
敷
通
り
や
田
沢
湖
畔
、

乳
頭
温
泉
郷
な
ど
で
撮
影
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
の
「
タ
イ
に

お
け
る
秋
田
ブ
ー
ム
創
出
事
業
」
の

一
環
で
、タ
イ
の
俳
優
と
撮
影
ク
ル
ー

一
行
が
県
内
各
地
で
ロ
ケ
を
行
い
ま

し
た
。
ド
ラ
マ
は
来
年
２
月
に
タ
イ

で
全
国
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　仙北市内でタイのテレビ撮影

思
い
出
話
に
花
が
咲
く

　

11
月
20
日
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
東

京
都
）
を
会
場
に
「
第
31
回
東
京
か
く

の
だ
て
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
会

員
約
60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
総
会

に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

会
員
が
互
い
の
近
況
や
懐
か
し
い
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
飾
山
囃
子

な
ど
の
余
興
や
福
引
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
仙
北
市
の
お
菓
子
や

漬
物
な
ど
の
特
産
品
も
販
売
さ
れ
、

ふ
る
さ
と
の
味
を
懐
か
し
む
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　懇親深まる東京かくのだて会

次々と楽しい余興も行われ、懇親会は大いに盛り上がりました。乳頭温泉郷・鶴の湯で行われたテレビドラマのロケーション。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

健
康
で
長
生
き
を
め
ざ
す

　

11
月
19
日
、「
市
民
の
医
療
と
健

康
を
考
え
る
会
」
が
角
館
樺
細
工
伝

承
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
回
目

の
今
回
は
「
最
近
増
加
し
て
い
る
肺

の
病
気
」
を
テ
ー
マ
に
、
秋
田
大
学

大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
の
塩
谷

隆
信
先
生
が
肺
炎
・
肺
が
ん
・
慢
性

閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
な
ど
の

診
断
や
治
療
・
予
防
に
つ
い
て
講
演
。

講
師
の
分
か
り
や
す
い
内
容
に
、
会

場
に
集
ま
っ
た
参
加
者
は
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　市民の医療と健康を考える会

最近増加している肺の病気がテーマとあって、会場にはたくさんの
参加者が集まりました。

自
分
ら
し
さ
を
輝
か
せ
る

　

11
月
23
日
、
安
藤
醸
造
マ
ル
ヨ
蔵

麹
く
ら
ぶ
で
「
働
く
女
性
の
座
談
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
話
題
提
供
者
と

し
て
市
内
で
働
く
３
人
の
女
性
が
、

現
在
の
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
や

や
り
が
い
、
女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
な
ど
自
身
の
体
験
を
踏
ま

え
な
が
ら
語
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
道
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
れ

て
い
る
３
人
の
お
話
に
、
参
加
者
は

深
く
共
感
し
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方

を
見
つ
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　生き方見つめる働く女性の座談会

話題提供者の木下さおりさん、村岡歩さん、後藤朗さん（左から）。

角
館
高
校
が
台
湾
修
学
旅
行
を
初
体
験

　夏の大会では惜しくも優勝を逃しましたが我々に多く
の感動を与えてくれました。また 3 年ぶり 3 回目の出場
となった秋季東北大会でも強豪、花巻東を破り来季に向
けて我々の期待もますます高まっているところでありま
す。地域サポーターとしましても来季の飛躍を願い応援
を続けて参ります。今後もサポーター各位のご支援と市
民の皆様の温かいご声援を賜りますよう宜しくお願い申
し上げます。
　　　　　　　角館高校野球部地域サポーター事務局　
　　　　　　　　　　　　     　　　代 表　菅原  一正

　私たちは夏休みから毎日の厳し
い練習に取り組んできました。その
結果、東北大会に出場することがで
きました。1 回戦は突破できました
が、満足のいく結果は残せませんで
した。秋の大会を通して得られた課
題を冬期間の練習で克服できるよ
う、仲間のことを考え、周囲の人の
ために行動し、来夏の甲子園での勝
利を目指して頑張ります。

角館高校野球部
　監 督　湯澤  淳

　地域の方々をはじめ、
たくさんの方々からいた
だいた応援やご助力のお
かげで、最後まで諦めず
戦い抜くことができまし
た。この場をお借りしま
して、感謝申し上げます。
　さて、今年度は、甲子園予選秋田県大会準優勝、
秋季東北大会 2 回戦敗退と満足のいく結果ではあり
ませんでしたが、選手たちは持てる力を十分に発揮
してくれました。現 3 年生は、1 年次に甲子園の舞
台を経験したことで目標が高くなり、これまで以上
に厳しい練習を積んできました。ここまで成長して
くれた選手と日々支えてくれた保護者の方々には、
顧問一同、心から感謝しています。監督の力不足
で、あと一歩を助けてやることができませんでした
が、仙北市唯一の高校として、地域を元気づけるよ
うな野球と地域に貢献できる人材を育成できるよう
に、私自身も選手とともに精進していきたいと思い
ます。これからも角館高校野球部をよろしくお願い
致します。

角館高校野球部地域サポーター事務局から

角館高校野球部
主将　大石柊斗

地域サポーター募集のお知らせ
問い合わせ先：090-2987-6138（副代表 藤原 悟）
フェイスブック：https://www.facebook.com/
groups/288061078030430/

秋田県統計功労者表彰
　
11
月
11
日
に
秋
田
県
庁
で
平
成
28
年
秋

田
県
統
計
功
労
者
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
長
年
の
各
種
統
計
調
査
に
お
け
る
ご
功

績
が
認
め
ら
れ
、
仙
北
市
か
ら
荒
木
田
久

志
さ
ん
（
田
沢
湖
生
保
内
）が
総
務
大
臣
表

彰
、
大
平
三
郎
さ
ん
（
角
館
町
岩
瀬
）と
髙

橋
正
夫
さ
ん
（
角
館
町
西
長
野
）が
秋
田
県

知
事
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

荒木田 久志 さん 大平 三郎 さん 髙橋 正夫 さん

　

平
成
27
年
３
月
に
発
生
し
た
硫

化
水
素
事
故
を
受
け
、
カ
ラ
吹
き
源

泉
か
ら
新
水
沢
源
泉
へ
の
切
り
替
え

に
伴
う
通
水
式
が
11
月
21
日
、
生
保

内
字
駒
ヶ
岳
地
内
の
ア
ル
パ
こ
ま
く

さ
で
開
催
さ
れ
、
温
泉
施
設
の
関
係

者
な
ど
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

門
脇
市
長
は
「
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
思
い
や
事
故
調
査
委
員
会
の

答
申
を
重
く
受
け
止
め
、
温
泉
給
湯

施
設
全
面
更
新
に
着
手
し
ま
し
た
。

仙
北
市
の
観
光
の
主
力
で
あ
る
温
泉

事
業
が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
願

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 新源泉の通水を祝うテープカット。

新
水
沢
源
泉
温
泉

通
水
式

佐
藤 

友
紀
さ
ん

　

私
は
台
湾
の
方
々
や
師
範
大
附

属
高
級
中
学
と
の
交
流
を
通
し
て
、

よ
り
広
い
視
野
で
自
分
の
進
路
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
も
っ

と
英
語
力
を
伸
ば
し
、
将
来
は
グ

ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
に
な
り
た
い
で
す
。

加
羽 

麗
奈
さ
ん

　

台
湾
の
方
々
の
心
の
温
か
さ
を

感
じ
た
４
日
間
で
し
た
。
姉
妹
校

で
の
活
動
を
進
め
る
に
つ
れ
、
習

慣
や
文
化
、
言
葉
が
違
う
と
い
う

私
の
不
安
感
が
払
拭
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
今
後
は
私
も
日
本
や
仙

北
市
の
良
さ
を
伝
え
る
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

11
月
６
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
角

館
高
校
２
年
生
の
生
徒
36
人
と
教
師
４

人
が
修
学
旅
行
で
台
湾
を
訪
れ
ま
し
た
。

同
校
と
昨
年
、
姉
妹
校
協
定
を
結
ん
だ

国
立
台
湾
師
範
大
学
附
属
高
級
中
学
（
台

北
市
）
を
訪
問
し
た
際
は
、
熱
烈
な
歓
迎

を
受
け
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
授
業
や
部
活
動
を
通
じ
て
活
発
な

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
台

湾
修
学
旅
行
か
ら
帰
国
後
、
心
境
に

大
き
な
変
化
が
現
れ
ま
し
た
。
２
人

の
代
表
者
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

11 広報せんぼく 10Semboku  City  Public  Relations



　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
も
多
く
の
撮
影
支
援
に
関
わ
り

ま
し
た
。

　
４
月
の
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
テ
レ
ビ
朝

日
）
の
武
家
屋
敷
通
り
で
の
夜
桜
の
ラ
イ
ブ

中
継
に
始
ま
り
、「
新
日
本
風
土
記
」「
東
北

の
桜
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

－

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
）、
全

日
本
空
輸
の
機
内
で
上
映
さ
れ
る
番
組
「
ス

カ
イ
ア
イ
～
空
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」（
秋

田
編
）、
劇
団
わ
ら
び
座
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
「
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
　
秋
田
発
！
地
域
を

活
性
化
す
る
異
色
の
劇
団
　
飲
む
・
見
る
・

泊
ま
る
！
複
合
エ
ン
タ
メ
企
業
」（
テ
レ
ビ

東
京
）、
ヤ
ン
グ
ジ
ャ
ン
プ
の
グ
ラ
ビ
ア
撮

影
、
秋
田
県
出
身
の
タ
レ
ン
ト
・
女
優
の
壇

蜜
さ
ん
が
出
演
し
た
「
壇
蜜
と
、
天
才
画
家

の
影
法
師
～
異
才
　
小
田
野
直
武
の
故
郷
　

角
館
を
歩
く
旅
～
」
等
を
支
援
い
た
し
ま
し

た
。
壇
蜜
さ
ん
が
出
演
し
た
番
組
に
つ
い
て

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

は
、
事
前
に
情
報
が
広
ま
る
と
撮
影
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
秘
密

厳
守
の
徹
底
し
た
体
制
で
撮
影
を
支
援
い
た

し
ま
し
た
。
過
去
に
、
撮
影
が
始
ま
る
前
に

一
般
の
方
か
ら
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
等
で
拡
散
さ
れ
て
、
撮
影
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
の
で
、
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
も
あ
っ
て
、
滞
り
な
く
撮
影
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し
、

情
報
の
拡
散
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
撮
影

者
側
の
意
図
を
汲
み
、
情
報
を
広
め
る
こ
と

も
漏
洩
を
防
ぐ
こ
と
も
、
私
た
ち
の
役
目
の

ひ
と
つ
で
す
。

　
今
年
も
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
か

く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
多

く
の
撮
影
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）

思い出の潟分校での撮影風景

　

12
月
１
日
午
前
２
時
過
ぎ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の

ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
開
催
し
て
い
た
政
府
間
協

議
で
、「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」
を
含
む
全
国

33
件
の
『
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
』
が
ユ
ネ
ス
コ

の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
正
式

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
芦
名
義
勝
の
時
代
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
歴
史
あ
る
も
の
で
、
角
館
の
お

祭
り
の
名
称
で
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
角

館
神
明
社
と
薬
師
堂
の
祭
典
と
し
て
毎
年
９
月

７
日
か
ら
９
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
平
成
３

年
に
は
国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
は
も
ち
ろ
ん
、
秋
田
を
代
表
す
る
お

祭
り
と
し
て
、
毎
年
多
く
の
お
客
様
を
お
迎

え
し
て
き
た
「
市
民
の
誇
り
・
郷
土
の
宝
」
で
、

登
録
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
ま
で
お
祭
り
の
保
存
と
催
行
に
ご
尽
力

く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
関
係
省
庁
・
国
内
外
の

専
門
家
の
皆
様
な
ど
、
多
く
の
皆
様
に
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
お
祭
り
は
曳
山

の
巡
航
、
囃
子
の
奏
者
や
踊
り
手
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
皆
様
の
参
加
が
あ
っ
て
成
立
し
て
い
ま

す
。
保
存
会
・
実
行
委
員
会
、
町
内
の
方
々
は

も
ち
ろ
ん
、
北
浦
地
方
の
多
く
の
皆
様
の
、
長

き
に
わ
た
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
あ
ら
た
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

〝
小
さ
な
国
際
文
化
都
市
〟
を
目
指
す
仙
北
市

は
、
こ
の
世
界
遺
産
登
録
を
機
に
「
角
館
祭
り

の
や
ま
行
事
」
を
育
ん
だ
郷
土
の
歴
史
文
化
や

景
観
、
魅
力
的
な
食
・
農
・
観
・
人
材
を
世
界

に
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
必
要
な
対
策
を
講
じ
、
関
係
団
体
の
皆
様
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
く
な
ど
し
て
体
制
の
強
化

を
急
ぎ
ま
す
。
昨
年
、
大
変
に
痛
ま
し
い
事
故

が
起
き
た
お
祭
り
で
す
が
、
由
来
や
し
き
た
り

を
し
っ
か
り
継
承
し
、
安
全
で
楽
し
く
開
催
で

き
る
よ
う
、
関
係
者
や
市
民
の
皆
様
と
共
に
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
内
で
同
時
登
録
と
な
っ
た
「
土
崎
神
明
社

祭
の
曳
山
行
事
」（
秋
田
市
）、「
花
輪
祭
の
屋
台

行
事
」（
鹿
角
市
）
を
大
切
に
継
承
さ
れ
て
き
た

両
市
民
の
皆
様
に
も
心
よ
り
の
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
角
館
・
土
崎
・
花
輪
の
各
行
事
の

相
互
連
携
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
手
を
携
え
、
文
化
の

秋
田
を
広
く
発
信
で
き
る
よ
う
、
連
携
の
強
化

に
努
め
ま
す
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
先
人
に
感
謝
、
そ
し
て
次
代
へ
』

No.110

まちづくり
日記

　

日
本
時
間
の
12
月
１
日
午
前
２
時

過
ぎ
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ

ネ
ス
コ
）
の
政
府
間
委
員
会
で
仙
北
市

の
「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」
を
含
む

全
国
33
件
の
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」

の
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
が
正
式

決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
12
月
１
日
の
午

後
に
行
わ
れ
た
記
者
会
見
で
門
脇
市

長
は
「
お
祭
り
は
地
域
全
体
の
協
力
な

く
し
て
開
催
で
き
な
い
。
今
回
の
登

録
決
定
は
世
界
中
へ
郷
土
の
誇
り
を

地
域
の
誇
り
を
継
承
し
さ
ら
な
る
発
展
を

「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」無
形
文
化
遺
産
に

角館祭りのやま行事実行委員長で角館のお祭り保存会の
会長も務める今野則夫さん。「いつか角館、土崎、鹿角が
一堂に会する行事でさらにＰＲできれば」と話しました。

毎年 9 月 7 日から 9 日に角館町で行われる角館のお祭り。
2 台の曳山をぶつけ合う「やまぶっつけ」と情緒豊かなおや
ま囃子で知られ、藩政中期頃、成就院薬師堂の祭典として
始まる。明治期になり、角館神明社の祭典と合体した。
通りで曳山が鉢合わせすると、どちらが先に通るかで交渉
し、話し合いが決裂した場合、やまぶっつけが始まる。
1991 年に国の重要無形民俗文化財に指定。

角館祭りのやま行事

ユ
ネ
ス
コ
の
登
録
決
定
を
受
け
「
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
」
の
さ
ら
な
る
発
展

を
願
う
門
脇
光
浩
市
長
、
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
実
行
委
員
会
の
今
野
則
夫

委
員
長
、
熊
谷
徹
教
育
長
（
右
か
ら
順
に
）。

発
信
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
と
い

う
こ
と
だ
と
思
う
。
ま
た
、
後
世
へ

し
っ
か
り
継
承
す
る
た
め
に
各
機
関

と
の
関
係
を
よ
り
強
化
し
て
い
き
た

い
」
と
登
録
決
定
を
喜
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
角
館
祭
り
の
や
ま
行
事
実

行
委
員
会
の
今
野
則
夫
委
員
長
は
「
先

人
が
残
し
た
功
績
の
大
き
さ
と
あ
り

が
た
み
を
感
じ
る
。
さ
ら
に
前
へ
進

む
た
め
の
明
る
い
材
料
と
し
て
引
き

続
き
安
全
第
一
で
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

【無形文化遺産へ登録とは】
2006 年発効の無形文化遺産保護条約に基づ
いたもので、ユネスコ加盟国が協議して登録
した伝統的な芸能や祭り、社会的慣習、伝統
工芸技術などを対象としている。

13 広報せんぼく 12Semboku  City  Public  Relations



年
末
年
始
の
業
務
案
内
と
各
種
証
明
書
・
届
け
出
、

ご
み
収
集
の
お
知
ら
せ

《
各
種
証
明
書
、
戸
籍
の
届
け
出
》

　
12
月
29
日
㈭
か
ら
１
月
３
日
㈫
の
期
間

中
は
各
種
証
明
書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
必
要
な
証
明
書
等
の
請
求
、
各
種

手
続
き
は
お
早
め
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、戸
籍
届
出（
死
亡
届
他
）

の
窓
口
は
休
日
、
祝
日
、
夜
間

体
制
で
通
常
ど
お
り
受
付
し
ま

す
（
夜
間
受
付
窓
口
は
角
館
庁

舎
）。

《
ご
み
収
集
に
つ
い
て
》

　「
可
燃
ゴ
ミ
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
に
記
載
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
12
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮
に

可
燃
ご
み
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

い
つ
も
出
し
て
い
る
曜
日
に
回

収
し
ま
す
の
で
、
必
ず
午
前
８

時
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
12
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮
（
８
時

30
分
～
16
時
30
分
）
は
環
境
保

全
セ
ン
タ
ー
へ
ご
み
の
持
ち
込

み
も
可
能
で
す
。

 

▼

受
け
入
れ
可
能
な
ご
み
…
可

燃
ご
み
、
資
源
ご
み
（
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
古
紙
類
）、

粗
大
ご
み

※
年
始
は
１
月
４
日
㈬
か
ら
通
常
ど
お
り
行
い

ま
す
。

※
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
12
月
29
日
㈭
か

ら
１
月
３
日
㈫
ま
で
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
春
恒
例
と
な
っ
て
い
る
仙
北
市
消
防
出
初

式
が
１
月
６
日
㈮
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日

は
角
館
武
家
屋
敷
通
り
か
ら
市
役
所
角
館
庁
舎

前
、
中
町
を
通
り
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で

消
防
団
員
、
消
防
車
両
、
音
楽
隊
、
女
性
消
防

団
員
の
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
や
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
角
館
庁
舎
前
で
は
観
閲
や
市
長
と
消
防
団
長

に
よ
る
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
日
夜
仙

北
市
の
防
火
・
防
災
に
努
力
し
て
い
る
、
仙
北

市
消
防
団
の
応
援
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
左
記
の
と
お
り
交
通
規
制
と
な
り
ま

す
。
周
辺
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

●
出
初
式
開
催
日
程
／

   

１
月

６
日
㈮

　

▼

団
員
集
合
：
11
時
15
分
　
武
家

屋
敷
通
り
（
岩
橋
家
付
近
）

　

▼

開
始
ア
ナ
ウ
ン
ス
：
11
時
30
分

　

▼

人
員
報
告
：
11
時
40
分
　

　

▼

分
列
行
進
：
11
時
50
分
～

　

▼

式
典
：
14
時
　
仙
北
市
民
会
館

※
分
列
行
進
道
路
沿
い
の
皆
さ
ま
は
、

ぜ
ひ
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

11:15 ～12:20
（団員集合～分列行進の間）

平
成
29
年

仙
北
市
消
防
出
初
式

【
問
合
せ
】
総
合
防
災
課

（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
５

岩橋家

樺細工
伝承館

郵便局

市役所
角館庁舎

健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

角
館
駅

《各施設の業務案内》

施設名
28
日
㈬

29
日
㈭

30
日
㈮

31
日
㈯

１
日
㈰

２
日
㈪

３
日
㈫

４
日
㈬

▼市役所 各庁舎・出張所

▼各公民館・総合開発センター

▼仙北市民会館

▼イベント交流館・新潮社記念
  文学館（総合情報センター）

休 休 休 休 休 休

▼田沢湖図書館

▼学習資料館（総合情報センター）
休 休 休 休 休 休 休 休

▼角館樺細工伝承館

▼角館町平福記念美術館
休 休 休 休 休 休 休

（
戸
籍
関
係
）
市
民
生
活
課
市
民
係
（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
０
７

（
ご
み
収
集
）
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー（
角
館
町
薗
田
）
☎
（
54
）３
３
０
５

【
問
合
せ
】

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域
セ

ン
タ
ー

※
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

●
平
成
28
年
12
月
28
日
納
期
限
の
税
目
／

 

▼

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
第
４
期

 

▼

国
民
健
康
保
険
税

　（
普
通
徴
収
）・
第
６
期

 

▼

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　（
普
通
徴
収
）・
第
６
期

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の
で
、
前

日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納
税

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

   

12
月

27
日
㈫
　

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

夜
間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】
税
務
課

　（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
７

給

12

与
を
支
払
っ
た
方
は
、

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す

月
１
日
よ
り

衣
類
の
洗
濯
表
示
が
変
わ
り
ま
し
た
！

【
問
合
せ
】
税
務
課
市
民
税
係
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
７

【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】
市
民
生
活
課
（
角
館
庁
舎
）
☎
（
43
）３
３
０
８

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
法
人
番
号
を

忘
れ
ず
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い

　
平
成
28
年
中
に
給
与
・
賃
金
等
（
専
従

者
給
与
や
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
代
も
含

み
ま
す
）
を
支
払
っ
た
方
は
、
給
与
・
賃

金
等
を
受
け
取
っ
た
方
に
つ
い
て
給
与

支
払
報
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
義
務

が
あ
り
ま
す
（
地
方
税
法
第
３
１
７
条
の

６
第
１
項
）。
ま
た
、
支
払
っ
た
金
額
が

30
万
円
以
下
の
退
職
者
に
つ
い
て
も
、
公

平
・
適
正
な
課
税
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
（
地
方
税
法
第

３
１
７
条
の
６
第
３
項
）。

　
給
与
支
払
報
告
書
は
、
給
与
所
得
者
に

と
っ
て
市
県
民
税
の
申
告
に
代
わ
る
重
要

な
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入

を
心
が
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行

に
伴
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
法
人
番
号
に
つ

い
て
も
所
定
の
欄
に
漏
れ
な
く
記
入
し
、

必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
者
に

つ
い
て
は
、
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
地
方
税
法
第
３
１
７

条
の
７
）。

※
平
成
29
年
度
給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
た

受
給
者
の
中
で
、
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在

で
給
与
の
支
払
を
受
け
な
く
な
っ
た
方
が
い

る
場
合
は
、
４
月
15
日
ま
で
に
給
与
支
払
報

告
書
に
係
る
給
与
所
得
者
異
動
届
出
書
を
提

出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
（
地
方
税
法

第
３
１
７
条
の
６
第
２
項
）。

●
給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
／
平
成
28

年
中
に
給
与
・
賃
金
等
を
支
払
っ
た
方

（
個
人
・
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
）
が
、
給

与
・
賃
金
等
を
受
け
取
っ
た
方
に
つ
い

て
給
与
支
払
報
告
書
を
作
成
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限
／
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

※
早
期
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
先
・
提
出
物
／
税
務
課
市
民
税
係

 

▼

総
括
表
　
１
枚

 

▼

個
人
別
明
細
書
　
給
与
・
賃
金
等
を
受

け
取
っ
た
方
１
人
に
つ
き
２
枚

※
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
で
、
給
与
・
賃
金

等
を
受
け
取
っ
た
方
が
実
際
に
居
住
す
る
住

所
地
の
市
町
村
税
務
担
当
課
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
個
人
別
明
細
書
は
、
最
寄
り
の
市
役
所
・
出

張
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●
提
出
方
法
／
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括

表
）
を
先
頭
に
、
給
与
支
払
報
告
書
（
個

人
別
明
細
書
）
を
特
別
徴
収
者
と
普
通

徴
収
者
と
を
仕
切
り
紙
で
明
確
に
区
分

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
普

通
徴
収
者
に
つ
い
て
は
、
普
通
徴
収
と

す
る
理
由
の
記
入
欄
に
つ
い
て
も
漏
れ

な
く
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
総
括
表
・
仕
切
り
紙
等
の
様
式
は
、
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

新しい洗濯表示―消費者庁ホームページ

http://www.caa.go.jp/policies/policy/
representation/household_goods/laundry_
symbols.html

　
衣
類
の
新
し
い
洗
濯
表
示
は
、
記

号
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
更
さ
れ
た
だ
け

で
は
な
く
、
種
類
が
増
え
（
22
種
類

か
ら
41
種
類
に
）、
記
号
内
に
付
加
記

号
や
数
字
が
使
わ
れ
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
も
の
と
は
見
た
目
も
考
え
方

も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
洗
い
方
に
迷
っ
た
ら
、
表
示
に
書

か
れ
て
い
る
衣
料
品
メ
ー
カ
ー
な
ど

の
連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●●● ●●●

武家屋敷通り

～

角館庁舎前

～

郵便局

車両通行止め区間

郵便局 ～ 駅通り ～ 健康管理センター

片側通行区間

●●● ●●●

交通規制

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ
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平
成
29
・
30
年
度
仙
北
市
競
争
入
札
に
参
加
希
望
の
個
人
・

企
業
の
方
へ 

… 

資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

【
問
合
せ
】
契
約
検
査
室
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
９

　
平
成
29
・
30
年
度
に
お
い
て
、
仙
北
市

が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
物
品
の
販
売
や

役
務
の
提
供
等
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
係
る
競
争
入
札
（
随
意
契
約
を

含
む
）
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次
に

よ
り
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、
審
査
申

請
書
や
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
小
規
模
修
繕
等
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
重
複
し
て
登
録
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
限
／
平
成
31
年
３
月
31
日
（
随

時
受
付
、
た
だ
し
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

●
登
録
区
分
／

①
建
設
工
事

②
物
品
の
販
売
・
役
務
の
提
供
等
　

③
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

●
提
出
方
法
／

 

▼

持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
提
出
（
郵
送

等
に
よ
る
申
請
の
場
合

は
、
受
領
書
様
式

（
任
意
）
と
返
信
用

の
切
手
、
封
筒
も
同

封
す
る
こ
と
。
契
約
検

査
室
に
持
参
の
際
は
不
要
）。

 

▼

書
類
一
式
を
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル

（
①
建
設
工
事
は
赤
・
ピ
ン
ク

色
、
②
物
品
等
の
販
売
や
製
造
・
役
務

の
提
供
は
緑
・
青
色
、
③
測
量
設
計
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
は
灰
色
）
に

と
じ
、
表
紙
と
背
表
紙
に
商
号
ま
た
は

名
称
を
記
載
し
て
提
出
す
る
こ
と
。

●
有
効
期
間
／
受
付
日
よ
り
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で

●
注
意
事
項
／

 

▼

様
式
の
記
載
は
、
申
請
日
現
在
の
事
実

ま
た
は
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
。

 

▼

各
部
門
の
登
録
毎
に
書
類
一
式
を
提
出

す
る
こ
と
。

●
提
出
先
／
仙
北
市
契
約
検
査
室

　
〒
０
１
４-

１
２
９
８

　
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

　
☎
（
43
）１
１
１
９  

FAX（
43
）１
３
０
０

　E-m
ail keiyaku@

city.sem
boku.akita.jp

●提出書類／①建設工事、②物品の販売・役務の提供等、③測量・建設コンサルタント等

① ② ③

○ ○ ○ 仙北市様式による一式　（仙北市ホームページ「入札・契約」よりダウンロード）

○ ○ ○ 財務諸表類（直近1年間）（申請者が個人の場合はこれに類する書類）

△ △ △ 登記簿謄本またはその写し（申請者が法人の場合）　※1

○ ○ ○ 印鑑証明書またはその写し　※1

○ ○ ○

納税証明書（滞納なし証明書・完納証明書）またはその写し　※1

▼法人：市区町村税の証明書（委任している場合は委任先のもの）

　　　税務署からの証明書（その 3 の 3）

▼個人：市区町村税の証明書

　　　税務署からの証明書（その 3 の 2）
※税務署発行のものは e-Tax ホームページも参照ください (www.e-Tax.nta.go.jp)

○ ○ ○ 社会保険料納入確認書（直近2年間が確認できるもの）

△ 代理店・特約店証明書の写し（ある場合のみ添付すること）　※1

○ 一般建設業および特定建設業に係る許可証の写し（建設業法第3条に基づくもの）

○ 経営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書の写し

○の書類は必ずご提出ください。△の書類は該当する場合のみ提出となります。

※１　証明書は提出時の直前3 か月以内に発行されたものとし、写しを提出する場合は、記載事項が鮮明かつ原寸大のものに限ります。

③
仙
北
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を
有
す

る
個
人
、
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

●
意
見
の
提
出
方
法
／
所
定
の
記
入
用
紙

ま
た
は
任
意
様
式
に
よ
り
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
市
外
の
方
で
勤
務
地

等
が
市
内
の
場
合
は
勤
務
先
等
を
明
記

の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
提
出
先
／
仙
北
市
総
務
部
財
政
課

　
〒
０
１
４-

１
２
９
８

　
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

　
☎
（
43
）１
１
１
３  

FAX（
43
）１
３
０
０

　E-m
ail zaisei@

city.sem
boku.akita.jp

　
仙
北
市
公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
管
理
を
行
う
た
め
の
基
本
方
針
と

な
る
仙
北
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

（
素
案
）
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
意
見
・
情
報
・
改
善
案
な
ど
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間
／
１
月
10
日
㈫
ま
で

●
資
料
閲
覧
場
所
／
財
政
課
、
各
地
域
セ

ン
タ
ー
、
各
出
張
所
、
仙
北
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

●
意
見
の
募
集
対
象
者
／

①
仙
北
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
仙
北
市
内
に
勤
務
、
在
学
す
る
方

仙
北
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
（
素
案
）
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】
財
政
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
３

●
募
集
人
数
／
若
干
名

●
応
募
資
格
／
次
の
条
件
を
満
た
す
方
。

①
仙
北
市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加

で
き
る
方

●
募
集
締
切
／
１
月
16
日
㈪
ま
で

●
応
募
方
法
／
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
記
載
事
項
は
、
氏
名
、
住
所
、
生

年
月
日
、
職
業
な
ど
の
ほ
か
、
本
条
例

ま
た
は
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関
連
す

る
ご
意
見
等
で
す
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募

者
の
個
人
情
報
は
、
選
考
の
た
め
以
外
に
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選

考
し
ま
す
。

●
任
期
／
２
年
間
と
し
ま
す
。

●
応
募
用
紙
／
企
画
政
策
課
や
各
地
域
セ

ン
タ
ー
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
仙
北
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先
／
仙
北
市
総
務
部
企
画
政
策
課

企
画
政
策
係

　
〒
０
１
４-

１
２
９
８

　
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
30

　
☎
（
43
）１
１
１
２  

FAX（
43
）１
３
０
０

　E-m
ail kikaku@

city.sem
boku.akita.jp

　
市
で
は
「
仙
北
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
」
の
推
進
体
制
を
構
築
す

る
た
め
「
仙
北
市
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
」
を
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
に
あ
た
り
、
推
進
体
制
を
構
築

す
る
た
め
「
仙
北
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
お
よ
び
男
女

共
同
参
画
推
進
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
進
め
る
た
め
、
次
に
よ
り
委
員
を
そ
れ

ぞ
れ
公
募
し
ま
す
。

《協働によるまちづくり推進委員会》

本条例の適切な運用や見直しに関して協議す

るほか協働によるまちづくりに関する施策

や、地域での市民等による活動について意見

交換などをします。

《男女共同参画推進委員会》

男女共同参画に関する推進について協議する

ほか男女共同参画推進活動を行います。

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」「
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
２

　
作
物
、
野
菜
・
花
き
等
の
コ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
研
修
期
間
／
平
成
29
年
４
月
～

●
申
込
締
切
／
１
月
18
日
㈬

●
募
集
要
項
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
／

　http://w
w

w
.pref.akita.lg

.jp/atkikaku/

　
未
来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修

と
は
、
新
規
就
農
に
必
要
な
技
術
を
身
に

つ
け
よ
う
と
す
る
方
や
、
新
た
な
部
門
開

始
に
必
要
な
農
業
技
術
を
身
に
つ
け
よ
う

と
す
る
方
が
、
県
の
試
験
研
究
機
関
（
農

業
試
験
場
・
果
樹
試
験
場
）
等
で
２
年
間

研
修
を
行
う
、
秋
田
県
独
自
の
研
修
制
度

で
す
。 未

来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

育
成
研
修
生
募
集
中

【
問
合
せ
】
農
山
村
活
性
課
農
務
係

　（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
０
６

information市 役所からのお知らせ ▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
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佐川　隆雄
（生保内字黒沢）

中生保内上・下
　 山居

（田町下丁）

千葉　寛治
（田沢字打野）

☎４２-２２４１

打野  谷地村  大山

田口　真紀子
（生保内字上石神）

☎４３-１７３４

春山  石神  造道

委員一覧 【氏名・住所・電話番号・担当区域　（敬称略） 新 ＝新任　 主 ＝主任児童委員】

中本　義範高橋　孝太郎

倉橋　絵里

小野　喜一能美　求

千葉　康伸

佐川　隆雄藤村　志美子

清水　泰彦

伊藤　雅英佐々木　正己

佐々木　裕子髙根　貞緒

三浦　裕子戸澤　裕一

千葉　寛治船山　直彦

平鹿　稔

柴田　英孝草彅　良子

小田嶋　愛子

髙𣘺　一恵佐賀　

佐藤　節子

高藤　孝子中島　葊子

坂本　満子齊藤　美喜子

柴田　栄子千葉　君子

高橋　英幸真崎　廣子

中島　セツ

堀川　満喜子

佐藤　厚子

小室　良子髙橋　紀子

小林　正葊

石橋　邦宏村井　寿子

青柳　玲佐藤　幸子

髙橋　法子熊谷　純一

（田沢字鎧畑）（神代字堂ノ後）

（生保内字下手倉）

（田沢字供養仏）（卒田字大石野）

（潟字頭無）

（神代字古館野）

（岡崎字大屋敷）

（生保内字武蔵野）（七日町）

（生保内字武蔵野）（西勝楽町）

（生保内字男坂）（岩瀬）

（田沢字打野）（梅沢字森腰）

（生保内字赤石）

（生保内字下高野）（卒田字早稲田）

（小松字本町）

（生保内字上滝沢）（北野）

（神代字板屋）

（生保内字武蔵野）（中町）

（生保内字武蔵野）（田町下丁）

（生保内字浮世坂）（上野）

（田沢字寺下）（卒田字沖田）

（刺巻字明平）

（田沢字寺下）

（角館東前郷字杉林）

（生保内字武蔵野）（山根町）

（神代字三本塚）

（生保内字武蔵野）（上新町）

（生保内字武蔵野）（竹原町）

（生保内字久保）（岩瀬下タ野）

☎４２-２６２３☎４４-２０４１

☎４３-０７４５

☎４２-２０９５☎４４-３５６５☎４４-３５６５

☎４３-２７２５

☎４３-２８７３☎４４-３０８２

☎４４-３５１８

☎４３-０３９８☎５５-４２５８

☎４３-１５３７☎５３-２８４２

☎４３-０６４７☎５３-２３７６

☎４２-２２４１☎４４-２８０６

☎４３-２６７４

☎４６-２４５７☎４４-２６２４

☎４４-２１５７

☎４３-２２７３☎５５-４５８４

☎４４-３１８５

☎４３-０１３４☎５３-２８１９

☎４３-０７４４☎５４-２８１８

☎４３-０３５９☎５３-２３９１

☎４２-２４２４☎４４-２６６１

☎４３-２９１１

☎４２-２３２３

☎４４-２７４２

☎４３-０１０７☎５４-１２５１

☎４４-２９５３

☎４３-０６８４☎５４-４１３９

☎４３-０１４９☎５３-３８５１

☎４３-０３２７☎５５-１８３２

鎧畑  坂下
生田中央通  中野  

　 柏林  荒川尻1～3
　 戸狩野

手倉  相内  田向

銅屋  先達荒町1～4  大石野

田子の木  大沢

神代地区

院内上・下  鎌川上・
　 下  手習石

武蔵野上3・4
東勝楽丁  七日町

　 小人町  横町西  旭会

武蔵野下4
西勝楽町  大横丁

　 下屋敷  小館

男坂上・下
　 横町の一部

岩瀬上丁・本丁・中
　 丁  勝楽  上野の一部

打野  谷地村  大山
上森腰1～4  下森腰

　  1～4  大船  東田

赤石  堂田  四十程
　 野村

田沢湖高原  高野
大荒田  黒倉  抱返り

　 わらび座

城廻  本町  羽根ヶ台
　 熊野林  田中

上滝沢表町  川原町  歩行町

国館上・下  谷地川
　 上・下  野中清水

武蔵野下1・2
下新町  南高通り

　 中町  下中町

武蔵野下 5
下岩瀬町  田町上丁・

　  下丁  あたりや通り
　  田町3・4区

上野

西村  見附田
　 仲村  前通

出口  柴倉  真崎野
　 上卒田  真崎

雁治塚の一部
　 船場  刺巻  明平

田沢・生保内地区

七ツ関  下道  赤平
　 太田  六丁野  中関

武蔵野上1・2
細越町  谷地町  裏町

　  山根町上丁・下丁

生田上・中・下  
　  生田松原  下荒川尻

武蔵野下 3
上新町  東部横町

　 岩瀬町  栄町

新町営住宅  柳沢
　 大杉沢団地  仙岩団地
　 栄町  近藤沢

駅 前  宿北  宿南の一
　 部  浮世坂団地  横町
　 の一部

沼田  宿南の一部  横
　 町の一部  久保  野中
　 団地

竹原町  下竹原町
　 水ノ目沢

岩瀬下タ野  西下タ野

1 人で悩まず  抱え込まず  私たちにご相談ください
　市の民生児童委員・主任児童委員が、11 月 30 日の任期満了に伴って改選されました。今回の改選では、新た
に 19 人と再任 80 人が厚生労働大臣から委員に委嘱され、12 月 2 日、委嘱状の伝達式が行われました。
　担当する区域の皆さんから、生活するうえでの困りごとや子育てに関するお悩みなど、自分 1 人では解決でき
ないような問題を聞き、その解決のためのお手伝いをします。場合によっては、行政機関や関係する専門機関と
の連絡調整役も果たしてくれます。相談内容についての秘密は、固く守られますので、お気軽にご相談ください。
　なお、委嘱された皆さんの任期は、平成 31 年 11 月 30 日までの 3 年間となっています。

民生児童委員・主任児童委員
社会福祉課　☎ 43-2288問

そのお悩み、一緒に解決します！
民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員

新

新 新

新 新

新・主

新

新

主
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（山谷川崎黒沢）

（門屋字六本杉）

堀井　英和橘　貞子

佐藤　義直佐藤　説子

入江　和子西宮　久子

佐々木　久悦髙橋　昌子

鈴木　弘門脇　隆明

田口　俊一戸澤　明美

永山　良一齋藤　榮二

菅𠩤　幸子鈴木　順子

髙橋　智栄布谷　茂子

戸澤　恵美子武藤　直樹

渡辺　由美子佐々木　弘一

山形　美和子石郷岡　宗幸

佐藤　正勝髙橋　千年世

伊藤　一長鈴木　重憲

黒澤　啓子佐藤　思公

鈴木　重由沢山　節子

桃園　豊弘武藤　和子

菅原　和夫伊藤　タツ子

大澤　凉子赤上　マツ

戸澤　一子橋本　智美

髙橋　花子佐藤　一

吉田　愼一藤島　絹雄

千葉　義孝浅利　満子

小林　マリ子鈴木　淳子

鈴木　妙子齋藤　和美

下田　三千雄武藤　晴子

佐藤　くみ子 草彅　吉郎

（川原寺前）（桧木内字長戸呂）

（中菅沢）（広久内夜蚊台）

（小勝田下村）（門屋字六本杉）

（大中嶋）（白岩前郷）

（雲然田中）（桧木内字小滝）

（山谷川崎大場）（小山田字沢口）

（西長野高森）（小山田字堀之内）

（八割西ケ沢）（上桧木内字横枕）

（広久内水神柳）（桧木内字松葉）

（川原若神子）（桧木内字吉田）

（中菅沢）（広久内大川原）

（雲然荒屋敷）（西荒井字荒田）

（小勝田中川原）（小勝田松ケ崎）

（西長野上野）（上桧木内字堀内）

（山谷川崎黒沢）（小渕野字後川）

（下延太田前沢田）（西明寺字梨子木台）

（白岩前郷）（桧木内字大台野開）

（薗田銭神）（門屋字漆原）

（川原字川原）（上桧木内字中泊）

（上菅沢）（岩瀬）

（雲然碇）（門屋字道目木）

（小勝田中川原）（上桧木内字鳥屋森）

（西長野野田）（桧木内字松葉）

（山谷川崎高屋）（西明寺字宮田）

（下延大瀬蔵野）（上荒井字新屋）

（白岩前郷）（桧木内字高屋）

（上荒井字寺村） （薗田西村）

☎５５-５３４６☎４８-２５６７

☎５５-１３９５☎５５-４５４４

☎５４-４０３７☎４７-２０５７

☎５５-５６９１
☎５５-４６６３

☎５５-１２８７☎４８-２３５８

☎５５-１７０４☎４７-２４５６

☎５５-２４６４☎４７-３０７８

☎５５-２４０２☎４９-２３０５

☎５５-２３７２☎４８-２６８１

☎５５-４５９３☎４８-２１４５

☎５４-３５４５☎５５-４６８１

☎５３-２５１２☎４７-２６３０

☎５３-２３９５☎５５-２４７８

☎５５-４２５４☎４９-２０２８

☎５５-４０３１☎４７-２４０３

☎５４-１３０６☎４７-２１４８☎４７-２１４８

☎５５-１４９７☎４８-２９１３

☎５５-２７８１☎４７-２６５４

☎５５-２６１５☎４９-２０３６

☎５３-２３４９☎５５-５２３９

☎５５-１４７７☎４７-２０４３

☎５３-２３８１☎４９-２４４６

☎５５-５４９２☎４８-２９２５

☎５３-２２８４☎４７-２２４８

☎５５-２９９１☎４７-２６８６

☎５３-２４８５☎４８-２０２４

☎４７-２４８５ ☎５５-２０３４

北沢  寺沢上・下長戸呂  下田  久保

駅通り  中菅沢 
　 下菅沢後村  浜  竹原

小勝田下村  下川原
　 小倉前六本杉  漆原

寿楽荘通り  下川原
　 大中嶋  菅沢住宅3・
　 4・5・6

白岩地区

田中  田中住宅
　 上町屋  下町屋中里  小滝

雫田  大場  山谷
　 黒森  野原

小原木  石川原
　 高野  外谷地

月見堂  高森  桂渕
　 稲荷町  鬼壁

小山寺  鎌足  八津
 　小沢口  堀之内  林崎

八割全域
比内沢  宮田

　 浦子内

堂野口  上花園
　 碇メ石桧木内地区

赤平  若神子  八掛  
　 安久戸

吉田  小波内  相内
　 相内潟

外ノ山  菅沢
中川原上・下

　 下タ町上・下

荒屋敷  小倉通り
　 西野川原西部西荒井  塚野腰

西野川原
　 小勝田中川原南

角館小・中学校
　 中川地区

古米沢  川下田  中泊堀内  三共

黒沢上・下宮田  後川  落合

竹市  竹市野  中村潟尻  潟野  十二峠

寺後  入角山  前郷上
木田相沢  大台野

　 大台野開

釣田上・下西明寺地区

小勝田上村・中村
　 鵜ノ崎川原  川原坂本  桁沢  中泊

上菅沢  金山下
　 菅沢住宅1・2角館小・中学校

田頭  上碇  下碇
上門屋  屋敷田

　入江  道目木

小勝田下川原
　 小勝田中川原中央戸沢  鳥屋森

野田  熊堂  古寺松葉  橋掛通

高屋上・下佐曽田  堂村  荒町

大瀬蔵野  切欠田
　 大畑

古堀田  下橋元
　 中組  寺村  西野

高屋敷  平城  前郷下高屋  畑中  山口

山崎  小白川
　 袖野  小渕野 下花園上・下

新

新

新

新

新

新

民
生
児
童
委
員
・
主
任
児
童
委
員

新

主

主主

主 主

新新

新

新 新
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生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

広報せんぼく平成 28 年（2016） 12 月 16 日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

　　　　　　　　　　　　　　　　　仙北市民を対象とした次の公民館講座の受講者を募集します。受講を

希望される方は申込期間の平日8時30分から 17時まで最寄りの公民館の窓口または電話でお申し込みください。

公民館講座受講者募集

生涯学習サークル紹介

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
２
週
間
余

り
と
な
り
ま
し
た
が
年
賀
状
の
準

備
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　
テ
キ
ス
ト
は
買
っ
た
け
ど
宛
名

や
イ
ラ
ス
ト
の
入
力
方
法
が
良
く

わ
か
ら
な
く
て
と
い
う
方
に
、
持

参
し
て
い
た
だ

い
た
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
て
個
別

に
指
導
し
ま

す
。
お
気
軽
に

お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
本
好
き
、
語
り
好
き

の
仲
間
が
集
ま
り
発
足

し
た
、
お
は
な
し
の
会

「
ア
ト
リ
エ
」
は
今
年
で

４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
の
主
な
活
動
は
、

毎
週
１
回
生
保
内
小
学

校
に
お
邪
魔
し
て
の
語

り
や
読
み
聞
か
せ
、
ま

た
毎
月
１
回
田
沢
湖
図

書
館
で
開
催
さ
れ
て
い

る
「
お
は
な
し
玉
手
箱
」

に
参
加
し
、
絵
本
や
児

童
書
の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
近
隣
で
開
催
さ
れ

る
朗
読
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
の

研
修
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

自
己
研
鑽
を
し
て
い
ま
す
。
本
の

好
き
な
方
、
一
緒
に
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

まだ間に合う！年賀状作成講座

おはなしの会「アトリエ」

●

日
時
／
12
月
22
日
㈭
　
13
時
30
分

～
16
時

●

会
場
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー 

談
話
室

●

講
師
／
㈲
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ア
シ
ス

ト
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト 

千
葉
薫
氏

●

受
講
料
／
無
料

●

持
ち
物
／
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（
年

賀
状
ソ
フ
ト
かW

ord

が
入
っ
て

い
る
も
の
）

●

募
集
定
員
／
10
人
（
先
着
締
切
）

●
受
付
期
間
／
12
月
16
日
㈮
～
21
日
㈬

●

問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

　
観
光
地
で
あ
る
仙
北
市
に
は
た

く
さ
ん
の
外
国
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

そ
ん
な
方
々
と
会
話
を
し
て
み
た

い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
初
歩
か
ら
の
英
会
話
。
仲
間

と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
覚
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

●

日
時
／
１
月
19
日
・
26
日
、
２
月

２
日
・
９
日
・
16
日
（
毎
回
木
曜
日
） 

15
時
15
分
～
16
時
15
分

●

会
場
／
角
館
公
民
館 

研
修
室
１

●

講
師
／
田
村
雄
幸
氏

●

受
講
料
／
無
料

●

対
象
／
仙
北
市
民
（
小
学
生
以
上
）

●

持
ち
物
／
筆
記
用
具

●

募
集
定
員
／
20
人
（
先
着
順
締
切
）

初歩から始めるおもてなし英会話講座Ⅱ

●

申
込
期
間
／
12
月
16
日
㈮
～
１
月

10
日
㈫

●

問
合
せ
／
角
館
公
民
館

　　　　　　　　　　　　　　　　　市内で活動するサークルを紹介

します。参加してみたい、活動に興味がある方は生涯学習課までお問

い合わせください。

出品を予定している

方でまだ出品届を出

されていない方は、

お早めにお申し込み

ください。

出品申込締切

12月20日㈫

活動場所：田沢湖図書館（毎月1回土曜日）、生保内

小学校（毎週木曜日）　　会員数：9人

出品申し込み

締切り間近 !!

第６回仙北市

総合美術展

申込み・問合せ先

生涯学習課

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

B
ulletin board

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

皆さんの集まりの場に
講師と一緒に伺います

介護予防講座のお知らせ

▼対象／主に65歳以上の方が集まる会
　例）老人クラブ、婦人会、

趣味の会、友だち同士

の集まり、無尽講など

▼内容／地域の方が集まる

会に講師の方と一緒に

お伺いし、介護予防のためのお話や運動を行

います。詳しい内容は、会の担当者と相談し

て決めますので希望をお伝えください。

　例）介護予防体操、昔語り、お口のケア、足マッ

サージ、認知症予防ゲーム、その他

▼申込期間／ 2月15日まで

▼申込方法／包括支援センターにまずはご相談

ください。その際、希望の講師または内容、

日時、会の構成メンバーをお知らせください。

　これからも元気で生きいき暮らすために、

介護予防に関するお話や体操などを行い、冬

期間の健康づくりのお手伝いをします。

生活の中に　　　　を取り入れましょう！運動
　みなさん、運動をしていますか？運動をしてい

ない方は、がん、心疾患、脳血管疾患などの生活

習慣病にかかりやすくなります。しかし、運動と

いうと天候に左右されやすく、本格的な冬を迎え

る仙北市では外での運動は行いにくいという大き

な欠点がありますよね。でも、運動は外だけで行

うわけではありませんよ！家の中でもできる運動

があります。

健康ワン
ポイント 問合せ  仙北市保健課  ☎55-1112

ポイント１

ポイント２

ポイント３

今よりも10分多く体を動かそう！

  「ながら運動」をやってみよう！

  積極的に社会参加をしよう！

家の中では、ラジオ体操や階段の昇降を行いましょう。

自分にあった運動を見つ
けて今日からやってみま

しょう！

運動は、家事や仕事をしながらできますよ。掃除機

をかけながら腰を落とすイメージで軽く膝を曲げま

しょう。調理をしながらかかとを上げたり下げたり

健康管理センターでは、運動や笑いヨガのサークル

を行っています。このようなサークルに参加するこ

とで、みんなと一緒に動いたり笑ったりすることが

できます。地区の会館で行われている老人クラブ等

の様々な会に参加して、動いたり笑ったりすること

で、体の運動量が増加します。心と体の健康のために、

できるだけ様々な会に参加しましょう。

しましょう。床に置いている物を片付けるときは、

足を前後に開き、ゆっくり膝を曲げてしゃがみましょ

う。いすに座っているときは、足ぶみをしましょう。

雪かきも運動です！しかし、膝や腰に負担がかかり

やすいので、雪かきのときには膝を曲げて重心を低

くしましょう。同じ向きだけで雪をかくのではなく、

右に 5回雪かきをしたら左に 5回雪をかきましょう。

申込・問合せ  仙北市包括支援センター

     ☎43-2283

　「どこも悪いところがないから」と安心していませ

んか。しかし、ある日突然訪れるのが脳の病気です。

　脳卒中に代表される脳の病気を予防するのには、

一般のドックに加えて脳の検査がかかせません。以

前のキャンペーンの検査によって早めに病気が見つ

かり、外科処置で発症を予防された方がいます。

　健康に過ごすために、高脂血症、高血圧症、糖尿

病、心臓病の方にはおすすめします。このキャンペー

ン期間中に一度「脳ドック」を受けてみませんか。

問合せ 角館総合病院 健診担当  ☎54-2145

脳卒中撲滅キャンペーン

角館総合病院

▼期間／ 1月～2月末

▼ 検査内容／頭部MRI、頭部・頸部

MRA（血管画像診断）になります。

▼募集人員／先着60人
▼費用／ 16,200円

▼検査日／毎週火・水・木曜日の13時
から、それぞれ3人ずつ

▼申込方法／事前に予約が必要です。

電話でお申し込みください。
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12月3日㈯より、10月にお亡くなりになった当館名誉館長 高井有

一氏を追悼する企画展を開催中です。高井有一氏は、1966（昭和

41）年に角館町を舞台とした小説「北の河」で、第54回芥川賞を

受賞されました。祖父田口掬汀の故郷で、自身も戦時中疎開した

角館町との関わりは深く、しばしば作品の舞台として登場しまし

た。高井氏より寄贈された原稿・自筆資料を中心に、祖父田口掬汀・

父田口省吾関連資料を加えた、館蔵品約50点を展示しています。

今年で 39回目となる児童生徒県南美術展が角館町平福記念

美術館で開催されています。

今年は県南7市町村（仙北市・大仙市・美郷町・横手市・湯沢

市・羽後町・東成瀬村）の小中学校79校から 1,010点の作品

が寄せられました。子どもたちの力作をぜひこの機会にご覧

ください。

主な展示資料

・自筆原稿  「北の河」「雪の涯の風葬」

・自筆資料  色紙「北の河  褪せぬ記憶」

・田口掬汀  書籍「人之罪」

・田口省吾  油絵「晴れた海」ほか新潮社記念文学館

平成29年3月31日 [金] まで

平成29年1月29日 [日] まで

児童生徒
県南美術展

● 入館料／一般（高校生以上）150円、

　　　　　小・中学生と仙北市民は無料

● 休館日／毎週月曜日、12月28日～ 31日、

　　　　　1月2日～ 4日（1月1日は開館）
同時開催　常設展示 平福穂庵・百穂展（第 1 展示室）

● 入館料／一般（高校生以上）300円、小・中学生 150円   

● 休館日／年末年始（12/29～1/3）、毎週月曜日（祝日は開館）

仙北市民

無 料

開催中

開催中

（仙北市総合情報センター内）

☎43-3333
仙北市学習資料館と共通

会　場

問合せ

会場・問合せ    角館町平福記念美術館  ☎54-3888

【開館時間】9時～16時30分（入館は16時まで）

【開館時間】9時～16時30分（入館は16時まで）

高井有一 展

追悼館蔵品展

第39回

テーマパーク流から実践！

接客・接遇講座
　仙北市で接客・観光に携わる方のため

の接遇講座です。一歩踏み込んだサービ

スや言葉づかいなど、接客のスキルを実

践を交えて楽しく学んでいきます。終了

後はお茶を楽しみながら日頃の仕事につ

いて語り合う交流会もあります。男性も

お気軽にどうぞ。

【日時】12月23日 金・祝  13:30～15:30

【場所】安藤醸造 マルヨ蔵 麹くらぶ

　（角館町下新町34／安藤醸造本店近く）

【参加費】1,000円

【定員】10人

【申込・問合せ】はぴえも 草彅  

　☎090-7324-2944

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

いのちとこころの花育®
　花をいのちある生き物と感じながら花

をいける、慈しむこころやいのちへのマ

ナー、人として生きる上で大切なことを

学び、こころを育む講習会です。

【日時】12月23日 金・祝  14:00～15:00

【場所】角館交流センター

【対象】0歳～小学6年生（必ず保護者が

ご同伴ください）

【定員】お子さま20人（先着順）

【参加費】無料（ご家庭で今日から花育が

できるテキスト本付）

【持ち物】はさみ

【申込・問合せ】フローリスト h
は な も ね

ana 萌音

　太田千草 ☎53-2005

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

おはなし会『うさぎのみみ』
　仙北市総合情報センター・学

習資料館では、月に 1 度、お

はなしボランティア『うさ

ぎのみみ』の皆さんによる

おはなし会を開催していま

す。お子様と一緒にぜひお越しください。

【日時】1月14日 土 10:00 ～ 11:00

【場所】仙北市総合情報センター・学習資

料館 おはなしコーナー

【内容】 ▼ エプロンシアター「3匹のや

ぎのガラガラドン」 ▼「むかしばなし」

を準備して待ってます♪ ▼最後にみん

なで「工作」をして遊びましょう♪

【問合せ】学習資料館 ☎43-3333

OSHIRASE NAVIイベント

仙北市総合情報センター主催

第4回パソコン講座
【パソコン基本】1月11日 水 ・12日 木 

・18日 水 ・19日 木 （4日間） マウス

･ キーボード操作、文字入力、インター

ネット、電子メールなど 《対象：初心者》

【エクセル基本】1月25日 水 ・26日 木

　（2日間） 計算、表作成など 《対象：パ

ソコン基本操作をおおよそ習得してい

る方》

【時間】13:00 ～ 16:00

【場所】仙北市総合情報

　センター 研修室

【定員】各30人

【申込・問合せ】仙北市総合情報センター

（土 ･ 日 ･ 祝日を除く）  ☎43-3339

　※テキストについては、学研の『わか

るパソコン入門　Windows7』（1,200

円）を書店（ブックイン105など）で

購入し持参願います。

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、

次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】12月21日 水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第2研修室

【相談員】久島憲晴弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ◎サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ◎中小企業・個人

事業に関するご相談 ◎高齢者・障がい

者に関するご相談 ◎交通事故に関する

ご相談 ◎子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し

てください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1日先着5人。1人30分以

内。（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～

14:35  ③14:40 ～ 15:10  ④15:15

～ 15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

鏡もち作り体験
　臼と杵を使った餅つきと鏡もち作りを

体験してみませんか。

【日時】12月25日 日 10:00 ～ 12:00

【場所】仙北市活性化施設《かたくり館》

　（西木町小山田字八津249-1）

【参加費】1,000円（鏡もち

　1組持ち帰り含む）

【募集人数】10人

【募集締切】12月22日 木 

【申込・問合せ】仙北市活性化施設

　《かたくり館》 ☎47-3535

OSHIRASE NAVI募　集

2月開催予定の

スキルアップセミナー
【日時】 ▼規矩術講習：2月9日 木 ・10

日 金 9:00 ～ 16:00 ▼木造建築物の

組立て等作業主任者技術講習：2月23

日 木 ・24日 金 9:00 ～ 17:00 ※1

月末締切

【場所】大曲技術専門校

【受講資格】現在お勤めしている方

【受講料】無料（テキスト代は別途）

【定員】各10人

【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間訓

練支援室 ☎0187-62-6321

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

その病気、その症状は石綿
が原因かもしれません
　ご家族に、肺がんや中皮腫などで亡く

なられた方はいませんか？ 息切れ、胸が

苦しいなどの症状がでていませんか？

　石綿による疾病と認定された場合、各

種給付を受けることができます。石綿に

よる疾病は、石綿を吸ってから非常に長

い年月を経て（例えば、中皮腫の場合、

その多くが 35 年前後という長い潜伏期

間の後）発症することが大きな特徴です。

お心当たりのある方は、下記またはお近

くの労働基準監督署にご相談ください。

【問合せ】秋田労働局労災補償課

　☎018-883-4275

OSHIRASE NAVIお知らせ
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OSHIRASE NAVI

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

就職未内定の学生、生徒、
保護者の皆さまへ
　秋田新卒応援ハローワーク、県内各ハ

ローワークでは、12 月から平成 29 年

3 月末まで、学生、生徒および保護者の

方を対象とした「未内定者への集中支援」

を実施します。支援期間中は各ハローワー

クに「学卒集中支援コーナー」を設置し

ますので、ぜひご利用ください。

【支援内容】 ▼求人情報の提供 ▼応募書類の

添削指導 ▼面接指導 ▼個別求人開拓 等

【問合せ】ハローワーク角館 ☎54-2434

OSHIRASE NAVIお知らせ

必ずチェック最低賃金！
使用者も労働者も
　すべての産業および労働者に適用さ

れる「秋田県最低賃金」は、平成 28 年

10 月 6 日から「時間額 716 円」に改

正されています。また、特定の産業に適

用される 4 つの「特定最低賃金」も次の

とおり改正されます。なお、特定最低賃

金が適用される事業所であっても、18

歳未満、65 歳以上、雇入れ後 6 月未満

で技能習得中、清掃等軽易な業務に従事

しているなどの労働者については秋田県

最低賃金が適用されます。

【特定最低賃金の件名と最低賃金額（時間給）】
　 ▼非鉄金属製錬・精製業：834円 

　 ▼電子部品・デバイス等製造業：766円

　 ▼自動車・同附属品製造業：805円

　 ▼自動車（新車）・自動車部分品・附属

品小売業：794円

【効力発生日】12月25日 日 

【問合せ】秋田労働局賃金室

　☎018-883-4266

　またはお近くの労働基準監督署まで

OSHIRASE NAVIお知らせ

軽油引取税免税証 ( 農業用）の交付申請について
　農業用機械に使用する軽油の免税証交

付申請の集合受付を行います。各地域の

受付日程は次のとおりです。交付を希望

する方は、必要書類を準備の上、右記の

受付日に申請してください。

▼お住まいの地域の受付に都合が付かな

い場合は、他の地域の会場でも申請す

ることができます。

▼県税事務所支所窓口での受付は、2月

8日 水 から行いますが、その場合、集

合受付を行った方よりも免税証の交付

が遅くなりますので、できるだけ右記

会場で申請手続を行ってください。右

記地域以外の受付日程については、県

税事務所までお問い合わせください。

▼田沢湖地区はこれまでと日程・会場が

変わっていますのでご注意ください。

▼仙北市の受付会場では、仙北市農業委

員会が耕作証明書の交付のために来場

予定です。

▼当日は大変混み合うことが予想されま

すので、必ず申請書に記入してからお

越しください。原則として、受付は記

入された方から行います。申請書用紙

のない方は下記までご連絡ください。

▼平成29年の耕作期間中に使用者証（厚

紙）の有効期間が到来する場合は更新

申請が必要です。

▼秋田県証紙（400円分）は免税証交付

時にいただきます。

▼共同申請で、使用者が加わる場合は更

新申請、使用者が脱退等する場合は書

換申請が必要になります。なお、印鑑

と耕作証明書は全員のものが必要にな

ります。

【問合せ】 ▼秋田県総合県税事務所 課税第二課 ☎018-860-3341  ▼秋田県総合県税事務所 仙北支所 ☎0187-63-5222

OSHIRASE NAVIお知らせ

【必要書類一覧表】
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新規 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

更新 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

書換 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【受付日程】

地  域 受付日 会  場 時  間

大仙市 12 月 26 日 月 
中仙農村環境改善センター 

農事研修室 10:00 ～ 11:30

13:00 ～ 15:30
仙北市 1 月 6 日 金 西木総合開発センター 集会室

大仙市
1 月 10 日 火 

大仙市役所南外支所 文化活動室 10:00 ～ 11:30

神岡福祉センター 婦人研修室 13:30 ～ 15:30

1 月 12 日 木 大仙市役所西仙北支所 大会議室

10:00 ～ 11:30

13:00 ～ 15:30

美郷町
1 月 16 日 月

1 月 17 日 火
美郷町役場（旧千畑庁舎） 大会議室

大仙市
1 月 19 日 木

1 月 20 日 金
太田文化プラザ ホール

仙北市 1 月 24 日 火 角館交流センター 多目的ホール

大仙市

1 月 30 日 月 大仙市役所協和支所 大会議室

2 月 6 日 月

2 月 7 日 火
大仙市役所本庁 大会議室

12月11日～ 20日

年末の交通安全運動
　「年末の交通安全運動」が 12 月 11 日 

日 から 20 日 火 までの 10 日間実施さ

れています。また、12 月は「飲酒運転

追放県民運動」の強調月間となっていま

す。これから年末を迎え、積雪や凍結等

による道路環境の悪化に加え、忘年会等

で飲酒機会の増加により、交通事故の多

発が心配されます。市民の皆さまのより

一層のご協力をお願いします。

　　　　　　仙北市交通安全対策協議会

　　　　　　仙北地区交通安全協会

　　　　　　仙北警察署

OSHIRASE NAVIお知らせ

老後の備えは大丈夫ですか

国民年金基金がお手伝い
します
　国民年金基金は、老齢基礎年金の上積

み年金として給付を行う、公的な年金制

度です。年金額をご自分で設計して増減

することも可能で、掛金は全額「社会保

険料控除」の対象となり、受け取る年金

にも「公的年金等控除」があるなど、税

制面でも優遇されています。また、基本

型は 65 歳受給開始ですが、2 口目以降

に 60 歳から支給のタイプもあります。

次の条件を満たした方が加入できます。

①国民年金の第1号被保険者で、保険料

を全額納めている方

②60歳以上65歳未満で国民年金に任意

加入している方

③秋田県内に住所のある方

【問合せ】秋田県国民年金基金 

　☎0120-65-4192

OSHIRASE NAVIお知らせ

油の流出事故が多発しています
　最近、一般家庭のホームタンクや事業所のタンクから、灯油などの油類が漏れ出し、河川などに流れ出す

事故が増えています。そして、その多くが人的ミスによるものです。

【事故を起こすと…】油の回収・処理に約50万円の費用がかかってしまいます。その費用は事故を起こした

原因者が責任をもって負担しなければなりません。

【油流出事故を防ぐための心掛け】 ▼その場を離れない・目を離さない ▼屋根からの落雪や除雪時には注意を 

▼配管の場所には目印を ▼定期点検を怠らない

【事故を起こした場合・発見した場合】お近くの国や県の機関、市町村役場、消防署、警察署等へご連絡ください。

【問合せ】湯沢河川国道事務所 河川管理課 ☎0183-73-5340

OSHIRASE NAVIお知らせ

入浴中の事故にご注意ください
　寒くなる今の時期、入浴中の事故が多く発生しています。

【ヒートショックとは】
　脱衣所などの寒い場所で衣服を脱ぐと、体温を逃さないよう

にからだの表面の血管が収縮し血圧が上がり、その状態で熱

いお風呂につかると血圧が更に上がります。すると脳卒中や

心筋梗塞が発生する恐れがあります。また、入浴によりからだが十分に温まると

血管が拡張し血圧が急激に下がり、頭に十分な血液が行かず意識がなくなってし

まい溺水する恐れもあります。これらのことをヒートショックといいます。

【入浴中の事故を防ぐために】
　入浴前に脱衣所や浴室を十分に暖め、お湯の温度は41℃以下を目安につかる時間

は10分以内にしましょう。また、飲酒・食後すぐの入浴は控え、入浴前に家族に

一声掛け、見回りをしてもらいましょう。

以上のことを心がけ毎日の入浴を安全・安心なものにしましょう！

【問合せ】角館消防署 ☎54-2302

OSHIRASE NAVIお知らせ

つけもの加工・真空パック
承ります
　神代ゆきつばき加工クラブでは自家用

製品の真空パック、殺菌等を承ります。

お気軽にご利用ください。加工料金につ

いては、お問い合わせください。

【加工日】 ▼年内の受付：12月22日 木 ・

23日 金・祝 の2日間 ▼ 1月～ 3月の受

付：毎週木・金曜日（1月5日・6日を除く）

【受付時間】9:00 ～ 11:30

【問合せ】神代地域運営体 神代ゆきつばき

　藤川清子 ☎080-1823-7323

OSHIRASE NAVIお知らせ

東北電力から

愛犬家の皆さまへお願い
　東北電力では、検針員が毎月お客さまの電

気メーター（計量器）の検針作業にお伺い

しています。その際、犬に吠えられて検針

作業ができなかったり、犬に噛みつかれる

等の事故が発生しています。愛犬家の皆さ

まには、検針作業へのご理解とあわせて愛

犬の管理にご配慮いただき、円滑な検針作

業と事故の未然防止にご協力をお願いしま

す。なお、東北電力の検針員がお伺いする

検針日は、地域によって異なりますので「電

気ご使用量のお知らせ」をご確認願います。

【問合せ】東北電力大曲営業所お客さま

サービス課 ☎0187-62-8832

OSHIRASE NAVIお知らせ
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特集 可能性は無限大

旬な情報チャンネル

「角館祭りのやま行事」無形文化
遺産に

まちづくり日記／かくのだてフィル
ムコミッション ロケーションだより

市役所からのお知らせ

民生児童委員・主任児童委員

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

保健・健康の掲示板

企画展のお知らせ

おしらせナビ

カレンダー・目次

12/

１６ 金
●聖夜のコンサート（田沢湖図書館 17:30 開演） 12/1･P15

●笑いの会（健康管理センター 10:00 ～ 11:30 頃） 12/1･P16

１７ 土

●衣類のリメイク教室（西木公民館 13:30 ～ 16:00） 12/1･P14

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 12/1･P15

●年越しそば打ち講座（神代就業改善センター 10:00 ～ 12:00 頃） 12/1･P20

１８ 日 ●親子でパティシエ！米粉スイーツ作り教室（紙風船館 10:00 ～ 12:00） 11/1･P8

１９ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館 10:00 ～ 12:00） 12/1･P21

２０ 火
●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 12/1･P16

●無料社交ダンス講習会（雲沢集落センター 20:00 ～） 12/1･P20

２１ 水

●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P25

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 12/1･P16

●たいそう広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 12/1･P19

●仙北市社会福祉協議会 心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～

16:00） 12/1･P21

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 12/1･P21

●山野草の寄せ植え教室（西木公民館 13:30 ～ 15:30） 10/1･P10

２２ 木

●まだ間に合う！年 賀状 作 成 講 座（田沢湖総合開発センター 13:30 ～

16:00） P22

●つけもの加工・真空パック受付（神代ゆきつばき加工クラブ 9:00 ～

11:30） P26

●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 12/1･P19

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 12/1･P21

２３ 金

●いのちとこころの花育Ⓡ（角館交流センター 14:00 ～ 15:00） P25

●テーマパーク流から実践！接客・接遇講座（安藤醸造 マルヨ蔵 麹くらぶ

13:30 ～ 15:30） P25

●つけもの加工・真空パック受付（神代ゆきつばき加工クラブ 9:00 ～

11:30） P26

●ソープカービング親子体験教室（角館公民館 10:00 ～ 12:00） 12/1･P14

●近未来技術体験プログラム（角館交流センター 9:00 ～ 15:00） 9/1･P20

２４ 土 ●年越しそば打ち講座（神代就業改善センター 10:00 ～ 12:00 頃） 12/1･P20

２５ 日 ●鏡もち作り体験（かたくり館 10:00 ～ 12:00） P25

２６ 月 ●新舞踊教室（西木公民館 13:30 ～ 15:30） 11/16･P14

２７ 火
●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P15

●無料社交ダンス講習会（雲沢集落センター 20:00 ～） 12/1･P20

２８ 水

２９ 木 ●環境保全センターごみの持込み受け入れ（環境保全センター 8:30 ～ 16:30） P14

３０ 金 ●環境保全センターごみの持込み受け入れ（環境保全センター 8:30 ～ 16:30） P14

３１ 土

仙北市カレンダー １２/１６金  ～３1 土
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広報担当者の

SR　毎年恒例「今年の漢字」が
京都・清水寺で発表されました。
このニュースを見るたびに、自
分の 1 年を振り返っています。
さて、今年の自分の漢字は「技」。
動画や最近話題の AR（拡張現実）
や VR（仮想現実）に関する技術
を身に付けました。といっても
レベル 0 が 1 になった程度です
が…。来年は「磨」を目標にが
んばっていきたいと思います。

TK　老 人 ク ラ ブ 大 会 の 講 演 は
「笑いヨガ」。存在は知っていた

もののどんなものかと思いなが
らいざ話を聞くと、やることは
" 笑いながら体を動かす ” たっ
たこれだけ。でもその効果は絶
大。参加者の血流が良くなって
いる証拠なのか会場内の温度が
上がっていくのを肌で実感。表
情も自然と明るくなっていきま
した。「笑い」の力、恐るべし。
2016年もあとわずか。笑顔で元
気に良いお年をお迎えください。

MT　今年の最終号は特区特集で
す。未来のカギを握る方々のお
話を聞くと夢が広がります。特
区によって市民にどんなメリッ
トがあるか勉強になりました。
ドローンや無人バスなど近未来
技術に注目が集まりますが、身
近な問題解決策にも特区を活用
できるかもしれません。可能性
は無限大です。来年も歴史的瞬
間を見逃さず、カメラに収めた
いと思います。
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